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第２回検討会議 

 

場 所：佐伯市役所 

日 時：平成 29年 12月 19日 10:00～12:00      

 

議 事：  

１． 管理運営実施計画 

・事業計画、組織、広報をテーマとした検討会議の資料作成を行い、事前打ち合わせおよ

び推進会議へ出席した。 
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事業計画(案) 

１．事業の実施方針 

 管理運営基本計画にて設定した事業計画の基本的な考え方を踏まえ、（仮称）大手前

まちづくり交流館及び（仮称）大手前広場における事業全体の実施方針を次のとおり設

定します。 

•世代を超えた交流機会

•幅広い人々が参加できるよう、多種多様な事業をおこないます。

•誰もが気軽に立ち寄りたくなる仕掛けを施設内に作り、人々が交流するきっ
かけを生み出します。

•誰もが生き生きと暮らせるまちづくり

•あらゆる世代、立場の市民がお互いに理解、協力し合う事業をおこないます。

多様な交流・協力機会の創出

•市民の「やってみたい」を応援

•市民活動と連携した事業をおこないます。

•あらゆる学び、体験の機会を提供することで、市民活動のすそ野を広げます。

•まちの魅力を伝える

•地域の魅力を活かした事業をおこないます。

•佐伯市が持つ文化、伝統、自然、人材といった地域資源を活用した事業を展
開します。

•次世代を担う子供たちへまちの魅力を伝え、本施設を拠点に継続的な活動が
おこなえる環境を整えます。

•佐伯市ならでは、本施設ならではの事業をおこない、市民がまちに対する愛
着を抱くきっかけを作ります。

地域の文化的資源の活用

•事業を届ける

•日常的に来館することが難しい方々に向けて、出前事業や情報提供をおこな
います。

•来館したことがない方にも参加しやすい事業をおこない、興味、関心を深め
ます。

•市民と連携する

•市民活動との連携を図り、施設の設置目的や活動を市全体へ広めます。

•市民の意見を取り入れ、事業展開に反映させます。

施設から市全域に広がる事業展開

•多角的な事業

•複数の諸室や機能に跨った連携事業をおこないます。

•佐伯市の文化を活かした事業により市内外から人が集う仕組みを作り、周辺
施設を巻き込んでにぎわいを生み出します。

複合施設の特性を活かした事業展開
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２．自主事業計画 

（１）事業の展開

①自主事業のコンセプト

（仮称）大手前まちづくり交流館及び（仮称）大手前広場は、大手前開発基本計画

の計画目標である「にぎわいの創出と市民活動の活性化」の実現に向けた自主事業を

展開します。 
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②事業の実施区分

（仮称）大手前まちづくり交流館及び（仮称）大手前広場における自主事業は以下

の区分で実施していきます。 

【自主事業区分と内容】 

区 分 内 容 

鑑賞事業 優れた芸術作品や各種公演の鑑賞機会を提供する事業 

普及・育成 

事業 

多種多様なワークショップに併せて、アウトリーチ活動を行うこと

で、各種活動の普及と次世代を担う人材及びそれらを支える人材を育

成する事業 

参加・交流 

事業 

市民参加によるフェスティバルや国際交流イベントの開催といった

参加・交流事業 

地域・発信 

事業 
地域に根差した伝統芸能を活用するなど、地域の魅力を発信する事業 

にぎわい創出 

事業 

周辺商業施設等と連携したイベント等、まちづくりの拠点としての役

割を担い中心市街地をはじめとするまちのにぎわいにつなげる事業 

市民自主事業 市民が自ら企画立案し実施まで行う事業 

市民提案事業 市民からの提案要望に基づき実施する事業 
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（２）プレイベント

①プレイベントの実施方針

•施設を身近に感じられる機会

•誰もが楽しめる事業を実施することで、事業への気軽な参加や参加者同士の交
流を促します。

•佐伯文化会館閉館セレモニーを兼ねた鑑賞型事業をおこないます。

•市民の発表の機会を設け、開館後の本施設の利用に繋げます。

•周辺地域からの興味関心を高める

•佐伯市の文化を活用し、市内外へ向けてまちの魅力をアピールします。

施設に対する関心や期待感を育てる

•情報の発信

•市内全域を対象とした出前事業をおこない、事業に対する取り組みを周知しま
す。

•あらゆる媒体を用いて、市内外へ最新の事業進捗状況を発信します。

大手前開発事業の周知

•開館後の市民活動への繋がり

•市内の各種活動団体と連携することで、既存の地域団体や個人の活動の活性化
を図ります。

•市民に学び・体験の場を提供し、開館記念式典での発表を始めとする市民活動
へ繋げます。

•まちのにぎわいを生み出すステップ

•参加者が佐伯市ならではの魅力を再確認できる事業をおこない、開館後の本施
設の活用イメージを広げます。

開館後の利用者の育成

•市民の発掘・育成

•市内の様々な情報を集約したデータベースを作成し、その活用に取り組みます。

•市民参画のきっかけや人材育成の起点となる事業をおこないます。

市民参画・協働の推進

•事業評価の実施

•施設運営や事業の企画、運営、広報における課題を把握し、改善を重ねながら
開館記念事業へ繋げます。

事業実施における課題の把握と解消
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②実施内容

プレイベントの実施方針に基づき、以下の内容で事業を展開します。

テーマ

１．誰もが楽しみ、気軽に参加できる交流会や、佐伯の文化を活用した鑑賞会等を

開催します。 

例）交流館建設予定地での建築現場見学会 

佐伯市まちづくりセンター、よろうや仲町など既存施設での市民交流会 

佐伯文化会館を活用した芸術鑑賞会や発表会 

佐伯文化会館閉館セレモニー など 

２．各種アウトリーチ ※1や体験会、市民説明会等を実施します。 

例）各小学校へ出向いて行う音楽ワークショップ 

弥生文化会館や各地の公民館などを利用した説明会、上映会 など 

３．佐伯市内の各種団体と連携し、関係者同士が情報交換できる場を設けます。 

例）周辺子育て福祉施設との情報交換会 

食のまちづくり交流懇話会 など 

４．佐伯の文化を活用したワークショップや講座、またその発表の機会等を提供します。 

例）佐伯食材を用いた料理教室、みそづくり講習会 

佐伯市文化芸術フェスティバル など 

５．開館に向けた環境整備を、市民と協働しながら進めます。 

例）カテゴリー別の講師や活動団体等のデータベースの作成 

舞台技術サポーター養成ワークショップ 

広場の芝生植え、キッズスペース用木製おもちゃ作りワークショップ など 

６．事業の実施後には都度振り返りを行うことで適切な事業評価を行い、把握した

課題に対する改善を重ねることで、開館後の事業計画に役立てます。 

※1アウトリーチ 普段、芸術文化等に触れる機会の少ない人々へ向けて、学校や福祉施設などその生

活の場へ出向いて実施する出前事業のこと。

新しい仲間の発見とつながり ～体験こそ仲間作り～
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（３）開館記念事業

①開館記念事業の実施方針

•新たな施設のお披露目

•プレイベントからの繋がりを考慮した市民参加企画として、すべての市民に
とって「ハレの日」となる市民総参加の式典やイベントをおこないます。

•時期に応じた周年事業

•１年、５年、１０年など周年事業も開館記念事業の延長として捉え、誰もが
気軽に参加し本施設への関心を高められる各種事業を開催します。

市民と共に交流館の開館を祝う

•交流館のアピール

•佐伯出身の著名人や広く注目を集めるアーティストなどを招き、ハイレベル
な鑑賞事業やワークショップ等を開催することで、市内外から多くの来館者を
集めます。

•まちの魅力の発信

•佐伯市の持つ地域資源を有効に活用し、市民が身近な文化に改めて親しむ機
会を生み出します。

•様々な手段や媒体を用いた宣伝をおこない、本施設を含むまちの魅力を広く
発信します。

新たな施設の完成を広く発信

•施設の活用方法の紹介

•複数の諸室や機能に跨った連携事業をおこないながら、諸室の様々な活用方
法を紹介することで、更なる施設利用を促します。

•施設が市民の学びや体験、発表の場となり、市民一人ひとりの力を発揮でき
る舞台となります。

•新たな施設利用者の獲得

•佐伯市外の住民をはじめ、既に佐伯を離れたり、これから離れていったりす
る人々が、まちに愛着を持ちまた訪れたいと感じるきっかけを生み出します。

施設利用の促進
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②実施内容

開館記念事業の実施方針に基づき、以下の内容で事業を展開します。

テーマ

１．すべての市民を対象とした、市民参加型の式典や発表会等を開催します。 

例）交流館開館記念式典 

佐伯市民ミュージカル公演 

開館前から続く取り組みや市民活動の発表会 など 

２．ハイレベルな鑑賞事業や、プロの指導によるワークショップ等を実施します。 

例）多目的ホールでのオーケストラコンサート 

キッチンコートを利用したプロによる料理セミナー など

３．周辺地域を巻き込んだイベントを、交流館や広場を拠点として開催します。 

例）佐伯の食文化と連携したスポーツイベント 

食のマチ佐伯「大収穫祭」 など 

４．市内外の人々へ、交流館の活用方法を紹介できる館内連携事業を行います。 

例）子育て支援室と多目的ホール、大手前広場が連携するこども運動会 

交流館全館を活用した佐伯市民文化祭 など 

佐伯 Big Bang！ ～観
み

せる・味
み

せる・魅
み

せる～
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（４）通年事業

①通年事業の実施方針

•日常的に訪れたくなる雰囲気

•分野・諸室ごとの事業と、機能間で連携する事業とをバランスよく実施しな
がら、いつも何かがおこなわれている環境を作ります。

•交流のきっかけ作り

•鑑賞事業と普及・育成事業を掛け合わせるなど、複合型の事業を展開します。

•事業区分や主な対象者等に偏りがないよう考慮します。

•一緒に活動や情報交換ができる仲間との繋がりを生み出します。

事業バランスへの配慮

•季節催事の実施

•季節に応じた催事や、年度ごとに特色ある事業を展開することで、市内外か
ら人を呼び込み、まち全体のにぎわいに繋げます。

時期に応じた事業展開

•市民活動を支える

•市民の体験・学習の場であると同時に、日々の活動の成果を発表する機会を
設けることで、多様な市民活動を支えます。

•施設内の常設機能によって市民の暮らしをより豊かにします。

•「佐伯ならでは」の市民参画・協働

•事業運営を協力して担う人材の育成を図るなど、「佐伯ならでは」の共催事
業を展開します。

市民の発表・活躍の場
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②実施内容

通年事業の実施方針に基づき、以下の内容で事業を展開します。

テーマ

１．アートプラザやホワイエ、大手前広場のようなフリースペースを活用し、思わ

ず立ち寄りたくなるアートイベント等を継続して行います。 

  例）アートプラザでの市民制作アート展示 

ホワイエを使ったロビーコンサート

広場で行うフリーマーケット など 

２．分野や事業区分を融合して参加者が協力し合えるイベントや、一緒に活動する

仲間との繋がりを生む交流会等を実施します。 

例）周辺商店街や地元生産者と協力し、大手前広場で開催するマルシェ（参加・

交流事業×地域・発信事業×にぎわい創出事業） 

NPO団体交流会 など 

３．佐伯の自然や文化に触れられる、季節に応じた集いや体験会等を開催します。 

例）城山と連動したイルミネーションアート 

さいき春まつりの時期に合わせた竹灯籠つくり体験 

ほおずきやヒオウギ貝を用いた作品づくり教室 など 

４．市民の「みたい」「やってみたい」を実現する場として、鑑賞会や定期講座、発

表会等を開催するほか、施設内には市民が運営に携わることのできる常設機能

を設けます。 

例）スタジオや食育活動支援室等で定期開催するカルチャーサロン 

多目的ホールでのカルチャーサロン発表会 

アートプラザにて本の持ち寄りによる市民図書館 など

佐伯市民万博 ～日常の積み重ねがスペシャルを生み出す～
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３．貸館事業計画 

  貸館事業については、施設利用の活性化がにぎわいの創出につながるものと捉え、

一つの事業と位置づけて積極的に行います。 

○地域交流を目的とする多様な事業を誘致することで、稼働率の向上を図ります。 

○利用者が利用しやすい環境整備を行うことで、リピーター増加を目指します。

○専門スタッフの配置等による活動支援を行い、市民活動のレベルアップに寄与し

ます。

○施設内の複数の機能にまたがった催事展開について助言するなど、利用者に本施

設の更なる活用方法を提案します。

【想定される取り組みの例】 

・利用者の要望を参考とした諸室備品の整備

・開館準備段階から作成する各種データベースを活用した、利用者への情報提供

・意見聴取会の実施等、利用者の声を積極的に取り入れた運営体制づくり

・施設の時間外利用など、利用者の希望に可能な限り応じられる柔軟な利用規則の

運用

247



資料２ 
20171219検討会議資料 

 

４．中長期における取り組み 

 開館から５年目までを第 1ステージ、10年目までを第２ステージとし、大手前地区

の目指す将来像へ向けて、以下の方針で事業を展開します。 

　開館前からの継続した取り
組みとして市民の協力を得な
がら、市内に既存の文化・活
動を有効に活用した事業を行
います。佐伯市民が活動を身
近に感じられ、参加しやすい
環境を整えます。

　既存の活動を広める・深め
る事業の他に、新たな活動を
この場所から生み出していき
ます。交流館の取り組みが広
く市民に親しまれ、佐伯の財
産として長く愛されるととも
に、市外へもアピールしてい
くことを目指します。

　それまで他施設を利用して
いた市民や、文化芸術に関心
のなかった人々にも、交流館
を訪れてみたいと思わせる事
業を展開します。周辺地域を
巻き込みながら活気ある雰囲
気を生み出すことで、多くの
市民と交流館との最初の接点
を作ります。

　新たな来館者を呼び込むの
と同時に、リピーターの獲得
を重視した事業を展開しま
す。利用者の声に常に耳を傾
け、柔軟に対応できる体制と
することで、市民が何気なく
立ち寄ったり、繰り返し利用
したりしたくなる施設を目指
します。

　開館後数年間は事業運営の
基盤を作る期間と位置づけ、
運営主体が牽引役となって、
事業だけでなく優れた人材を
育むことに注力します。市民
との協働による事業展開で、
交流館の特色を作っていきま
す。

　それまで育まれてきた人材
が、ますます活躍の場を得ら
れる環境を整えます。特に市
民が主役となって交流館の舵
取りを行い、その特色を広く
定着させる段階を目指しま
す。

利用者の定着

人材の育成 市民の活躍

中間
目標

方針

周知と人材育成 定着と市民の活躍

将来像

歴
史
・
文
化
・
人
が
出
会
う

佐
伯
市
の
交
流
拠
点

市民活動の目覚め 市民活動の充実

来館者の開拓

第１ステージ

＜開館～５年目＞

第２ステージ

＜開館６～１０年目＞
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組織計画（案） 
１．運営主体の検討 
管理運営基本計画では、以下４つの基本的な考え方を策定しました。 
・市民参画と協働による運営

・専門性を持った人材の起用、育成

・まち全体と連携した運営

・施設の一体的な管理運営

本施設が大手前開発基本計画によるところの「文化芸術の拠点」、「人々の交流の拠

点」としての役割を果たし、市民と協働する体制を構築するためには、市自らが牽引

役となり事業を推進することが重要です。そのため、本施設は開館後から当面の期間、

市の直営による管理運営を行うものとします。 
２．組織体制の検討

（１）組織体制の方針  開館前の段階から管理運営の検討を担当している大手前開発推進室が、開館後も継
続して管理運営の中核を担います。同時に、庁内の食育や市民協働を担当するセクシ

ョンが管理運営に加わることで、事業実施や市民参画の推進等、市の施策を十分に遂

行できる体制を整える方針とします。 
（２）庁内ワーキンググループの設置  佐伯市各課が本施設を会場として行う主催事業の把握や、本施設の事業と各課の施
策との関係の共有を目的として、庁内ワーキンググループを設置します。 
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（３）組織体制の想定  組織は以下の体制を想定します。円滑な業務遂行のため、専門家の起用や外部業務
委託を含めた体制を整えます。 
【組織体制の想定】 
□館長  １人 統括（事業企画運営の専門家を起用） 
□事業担当５人 自主事業、食育推進、市民協働推進、市民参画の推進、広報・営業
□管理担当３人 貸館対応、施設内簡易保守・点検
□総務担当２人 経理、庶務
（以下、外部委託を想定） 
◇舞台技術（音響・照明・舞台設備）

◇子育て支援室運営

◇受付（フロントスタッフ）

◇設備管理

◇施設清掃

※夜間警備は機械警備とします。

【組織体制イメージ図】 
市
民
参
画
組
織

庁内ワーキンググループ 連携 
連携 館長

事業

自主事業

食育推進

市民協働
推進

市民参画
推進

広報・
営業

管理 総務外部委託

舞台技術

子育て支
援室運営

受付

設備管理

施設清掃
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３．市民参画・協働の検討 
（１）市民参画組織の検討

本施設に関係する様々な市民参加や市民活動が活発化するよう、市民参画・協働に

よる施設運営を検討します。 
◇ＳＴＥＰ１

市民有志によってプレイベントを実施します。イベントについて広く告知し、参

加者を増やすことで、交流館の活動について市民の興味関心を高めます。またイ

ベント運営については、既存メンバーによる声掛けなどを通じ身近なところから

協力者を増やしていきます。イベント後は振り返りを行い、次回開催時に活かす

というサイクルを作ることで、開館へ向けた市民のレベルアップや気運の高まり

を促します。

◇ＳＴＥＰ２

開館へ向けてプレイベントを繰り返す中で、市民有志内での役割分担を明確化し、

バランスのとれた組織作りを進めます。イベント運営についても、既存メンバー

による声掛けだけでなく、プレイベントへの参加者や活動への賛同者など市民全

体から広く協力者を募ります。組織内の結びつきを強固にしながら、更に仲間の

輪を広げていくことで、開館後に目指す市民参画組織の形へと繋げていきます。 イベントの企画

イベントの実施

アンケート

意見聴取

振り返り
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【
市
民
参
画
組
織
の
イ
メ
ー
ジ
図
】
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○プレイベント実行委員会および（仮称）交流館応援隊は、原則高校生以上の市民

で構成します。

○合同部会は（仮称）交流館応援隊の各部代表者と佐伯市職員からなり、各部の情

報共有・調整・協議・合意形成および館全体の事業や運営方針についての検討を

行います。

○共催事業の実施に当たっては、プロジェクトごとに事業実行委員会を組織します。 
○登録制ボランティアおよび交流館友の会は、登録者の個人情報保護の観点から、

その管理を佐伯市が行うものとします。

○年次事業評価は、施設や事業の運営に参画しない第三者機関により行います。

○各部の名称や構成、業務分担等の詳細は引き続き検討します。

（２）市民参加の促進制度

本施設でのボランティア活動への積極的な参加や、継続的な協力を得るための仕組

みとして、有償ボランティア制度を検討します。 
例）ボランティア参加者へポイントが付与され、ためたポイントを施設の使用料

やチケット料金等に充てられるポイント制度 など 
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広報宣伝計画（案） 
１．広報宣伝の検討 
（１）実施方針

管理運営基本計画では、以下 3つの基本的な考え方を策定しました。

・様々な媒体を活用したＰＲ

・複合施設への関心を高め、利用意欲を喚起

・市民参加による情報発信

これらを踏まえ、情報誌・機関誌の発行やウェブサイトなどにより、施設の情報

を広く発信することで、市内外の多くの人々へ施設や事業について周知し、市民活

動の意欲を高めるとともに、来館・利用意欲も高めていきます。 

また、市民参画の特性を活かして、市民同士が知り合いや周辺地域の住民を誘い

込むように口コミやＳＮＳによる情報拡散を展開することで、認知度の向上を目指

します。 

（２）具体的な方策

①市民参加の促進

インターネットを有効に活用することで、市民が気軽に協力できる SNSや口コ

ミでの最新情報拡散を促します。また市民同士の繋がりによって、情報を伝えるだ

けでなくそこに交流を生み出し、更なる仲間の獲得に繋げます。 

例）市民によるウェブサイトの更新や情報誌・機関誌の発行 

公式 SNSや公式ハッシュタグを作成し、市民が情報拡散 など 

②各所との連携

情報発信には、様々な関係者の協力が効果的です。本施設からの発信による広

報だけでなく、周囲へも連携を働きかけることで、より広い範囲への情報拡散を目

指します。 

例）佐伯出身の著名人やイベント出演者等にも PRへの協力を依頼 

市内企業や周辺文化施設と相互連携した広告の展開 など 
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③グッズやテーマソング等の活用

交流館の存在や取り組みをより目立たせ、皆に親しまれる施設となるために、

市民の意見を反映させたグッズやテーマソング等の作成を検討します。各作品は施

設完成後もあらゆる広報宣伝に活用し、市民への定着を図ります。 

例）身近な人へ配布したくなるステッカーの作成 

  開館記念セレモニー曲の作成 など 

２．愛称、ロゴタイプの募集 
施設に対して愛着・親近感を持ってもらうとともに、知名度向上を目指し、施

設愛称を一般公募等により付与します。その際、複合施設名称だけではなく、多

目的ホール（大）・多目的ホール（小）・各施設についても愛称付与の対象とする

ことを検討します。 

また、合わせてロゴタイプも作成します。ロゴタイプの作成にはデザインの専

門的な知識も必要となることから、選定の過程で市民、専門家両者の意見を取り

入れることを検討します。 
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そ
し

て
広

が
る

味
せ

る
　

イ
ベ

ン
ト

を
創

る
！

！
佐

伯
市

民
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
子

供
食

堂

観
せ

る
文

化
芸

術
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

婚
活

教
室

、
シ

ル
バ

ー
婚

活

伝
統

芸
能

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
情

報
発

信

L
G

B
T

カ
ラ

ー
マ

ラ
ソ

ン
コ

ン
サ

ー
ト

道
の

駅
対

抗
郷

土
料

理
祭

り
世

代
間

交
流

会

開
館

記
念

式
典

・
開

館
記

念
公

演
世

代
別

集
会

発
表

会
プ

ロ
に

よ
る

料
理

セ
ミ

ナ
ー

舞
台

技
術

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
自

閉
症

啓
発

ウ
ォ

ー
ク

　
ブ

ル
ー

ラ
イ

ト

コ
ン

サ
ー

ト
や

舞
台

作
品

の
公

演

N
P

O
活

動
支

援
事

業
（

団
体

交
流

会
）

国
際

交
流

イ
ベ

ン
ト

手
作

り
体

験

市
民

参
加

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

食
育

交
流

会
事

業

マ
ル

シ
ェ

・
朝

市
・

夜
市

・
蚤

の
市

・
屋

台

ホ
ー

ル
フ

ー
ド

フ
ェ

ス
タ

セ
リ

、
市

場
バ

ッ
ク

ヤ
ー

ド
ツ

ア
ー

開 館 前 開 館 記 念 通 年

4

【
発

表
内

容
よ

り
】

・
ど

ん
な

も
の

で
魅

了
す

る
の

か
？
→

「
味

」
と

「
鑑

賞
」

・
鑑

賞
＝

子
ど

も
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
な

ど
で

芸
術

文
化

に
親

し
む

こ
と

・
味

＝
道

の
駅

対
抗

郷
土

料
理

祭
り

や
マ

ル
シ

ェ
な

ど
、

佐
伯

の
食

文
化

・
こ

の
2
つ

を
結

び
付

け
る

も
の

と
し

て
、

国
際

交
流

が
あ

る
。

各
国

の
料

理
に

親
し

む
こ

と
で

食
育

に
も

関
連

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

4
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班
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

広
報

手
段

連
携

し
た

い
既

存
団

体
等

事
業

展
開

・
内

容
詳

細

事
業

内
容

（
分

類
な

し
）

食
育

従
事

者
交

流
会

佐
伯

「
食

の
文

化
祭

」
郷

土
料

理
祭

り
新

し
い

仲
間

の
発

見
と

つ
な

が
り

佐
伯

「
お

さ
か

な
天

国
」

マ
ル

シ
ェ

・
朝

市
・

夜
市

・
蚤

の
市

・
屋

台
体

験
こ

そ
仲

間
作

り

み
そ

サ
ミ

ッ
ト

研
究

開
発

w
e
e
k
  

y
e
a
r 

 m
e
m

o
ri

a
l

食
の

ま
ち

づ
く

り
交

流
懇

話
会

研
究

開
発

ス
ペ

シ
ャ

ル
は

日
常

の
積

み
重

ね

お
菓

子
や

デ
ザ

ー
ト

、
食

の
祭

典
手

作
り

体
験

こ
こ

は
皆

の
や

り
た

い
を

実
現

す
る

場

国
際

交
流

イ
ベ

ン
ト

プ
ロ

に
よ

る
料

理
セ

ミ
ナ

ー
・

広
報

懐
か

し
の

大
手

前
～

写
真

展
覧

会
～

料
理

講
習

会
（

魚
の

捌
き

方
）

・
体

験

○
○

祭
り

　
料

理
教

室
・

継
続

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
農

業
体

験
・

つ
な

が
り

本
の

持
ち

寄
り

に
よ

る
市

民
図

書
館

独
居

老
人

や
孤

独
な

子
供

向
け

共
同

キ
ッ

チ
ン

市
民

文
化

祭
○

○
体

験
日

常
利

用
は

触
れ

合
い

体
験

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

施
設

を
使

い
倒

せ
単

発
に

し
な

い

花
火

大
会

ふ
れ

あ
い

体
験

皆
で

力
を

合
わ

せ
る

○
○

祭
り

佐
伯

の
食

人
（

職
人

）
ス

ト
ッ

ク
集

約
事

業
新

し
い

仲
間

の
発

見
と

つ
な

が
り

移
動

動
物

園
　

ド
ッ

グ
ラ

ン

N
P

O
活

動
支

援
事

業
（

団
体

交
流

会
）

婚
活

教
室

　
シ

ル
バ

ー
婚

活
ホ

ー
ル

フ
ー

ド
フ

ェ
ス

タ

市
民

交
流

会
食

育
教

室
事

業
（

料
理

教
室

）

ふ
れ

あ
い

体
験

食
育

教
室

事
業

（
座

学
）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
食

育
研

究
開

発
事

業

ウ
ェ

デ
ィ

ン
グ

ド
レ

ス
展

示
会

食
育

勉
強

会
事

業

情
報

発
信

お
菓

子
や

デ
ザ

ー
ト

、
食

の
祭

典

ホ
ー

ル
フ

ー
ド

フ
ェ

ス
タ

オ
ー

ガ
ニ

ッ
ク

普
及

大
作

戦

佐
伯

市
中

学
校

文
化

祭
手

前
味

噌
づ

く
り

大
作

戦

手
前

味
噌

づ
く

り
大

作
戦

佐
伯

「
お

さ
か

な
天

国
」

佐
伯

「
食

の
文

化
祭

」

食
の

マ
チ

佐
伯

「
大

収
穫

祭
」

N
P

O
活

動
支

援
事

業
（

市
民

協
働

講
座

）
市

民
文

化
祭

各
種

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
・

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

1
品

持
ち

寄
り

「
弁

当
の

日
」

知
ろ

う
・

つ
な

が
ろ

う
・

大
手

前
み

そ
サ

ミ
ッ

ト

講
師

混
同

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

食
の

ま
ち

づ
く

り
交

流
懇

話
会

思
い

こ
ど

も
ク

ッ
キ

ン
グ

！
食

の
不

思
議

に
迫

る
～

ご
ま

だ
し

ピ
ザ

等

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

～
食

こ
こ

は
皆

の
や

り
た

い
を

実
現

す
る

場

所

大
分

県
芸

術
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

「
親

子
で

楽
し

む
舞

台
劇

の
鑑

賞
会

」

日
常

の
積

み
重

ね
が

ス
ペ

シ
ャ

ル
を

生

み
出

す

5

5
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班
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

広
報

手
段

連
携

し
た

い
既

存
団

体
等

事
業

展
開

・
内

容
詳

細

舞
台

技
術

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
植

樹
・

植
栽

マ
ッ

チ
ン

グ
推

進
事

業
（

講
座

の
開

催
）

農
業

体
験

開
館

記
念

式
典

・
開

館
記

念
公

演
市

民
講

師
に

よ
る

講
座

映
画

祭
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

体
幹

運
動

体
験

会
国

際
大

会
・

学
会

カ
ル

チ
ャ

ー
サ

ロ
ン

市
民

文
化

祭
・

運
動

会

こ
ど

も
新

年
会

企
業

・
大

学
と

の
連

携

食
育

交
流

会
事

業
講

演
会

・
ト

ー
ク

シ
ョ

ー

建
築

現
場

見
学

佐
伯

を
知

ろ
う

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

発
表

会

お
仕

事
体

験

工
作

体
験

舞
台

技
術

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

マ
ッ

チ
ン

グ
推

進
事

業
（

講
座

の
開

催
）

竹
灯

篭
つ

く
り

体
験

ベ
ビ

ー
リ

ン
パ

マ
ッ

サ
ー

ジ
体

験
会

懐
か

し
の

大
手

前
～

写
真

展
覧

会
～

文
化

芸
術

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

知
ろ

う
・

つ
な

が
ろ

う
・

大
手

前

N
P

O
活

動
支

援
事

業
（

市
民

協
働

講
座

）

N
P

O
活

動
支

援
事

業
（

団
体

交
流

会
 ）

食
育

勉
強

会
事

業

佐
伯

市
民

の
日

市
民

文
化

祭

市
民

参
加

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

市
民

大
会

ア
ー

ト
制

作

映
画

祭

展
覧

会

芸
術

文
化

復
興

事
業

工
作

体
験

佐
伯

市
民

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

佐
伯

市
高

校
ア

ー
ト

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

佐
伯

市
中

学
校

文
化

祭

佐
伯

市
ア

ー
ト

コ
ン

ク
ー

ル

美
術

・
ア

ー
ト

の
展

覧
会

文
化

芸
術

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

伝
統

芸
能

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

映
画

祭

学 び 芸 術

5

6
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班
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

広
報

手
段

連
携

し
た

い
既

存
団

体
等

事
業

展
開

・
内

容
詳

細

学
習

・
生

活
・

創
業

支
援

知
育

学
習

食
育

交
流

会
事

業

食
育

教
室

事
業

（
座

学
）

食
育

教
室

事
業

（
料

理
教

室
）

食
育

勉
強

会
事

業

こ
ど

も
の

日
イ

ベ
ン

ト

音
楽

コ
ン

ク
ー

ル

小
学

校
へ

音
楽

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

コ
ン

サ
ー

ト

音
楽

祭

鑑
賞

会

音
楽

練
習

コ
ン

サ
ー

ト
や

舞
台

作
品

の
公

演

シ
ア

タ
ー

劇
場

（
幼

児
向

け
映

画
上

映
）

初
め

て
の

ピ
ア

ノ
鑑

賞
体

験

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

観
戦

子
ど

も
身

体
測

定
会

市
民

文
化

祭
運

動
会

地
域

連
動

企
画

L
G

B
T

カ
ラ

ー
マ

ラ
ソ

ン

ス
ポ

ー
ツ

選
手

と
の

交
流

会

乳
幼

児
運

動
会

体
幹

運
動

体
験

会

教 育 音 楽 ス ポ ー ツ

5

7
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班
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

広
報

手
段

連
携

し
た

い
既

存
団

体
等

事
業

展
開

・
内

容
詳

細

子
育

て
サ

ポ
ー

ト
（

療
育

）

子
ど

も
運

動
会

・
体

力
作

り

周
辺

子
育

て
福

祉
施

設
と

の
連

携
・

交
流

カ
ル

チ
ャ

ー
サ

ロ
ン

乳
幼

児
運

動
会

こ
ど

も
新

年
会

こ
ど

も
読

書
ま

つ
り

佐
伯

市
こ

ど
も

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

の
知

恵
袋

初
め

て
の

ピ
ア

ノ
鑑

賞
体

験

シ
ア

タ
ー

劇
場

（
幼

児
向

け
映

画
上

映
）

ク
ラ

ス
会

市
長

誕
生

祭

自
閉

症
啓

発
ウ

ォ
ー

ク
ブ

ル
ー

ラ
イ

ト

子
育

て
講

習

市
民

交
流

会

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

親
子

体
験

世
代

別
集

会

社
会

貢
献

○
○

遊
び

カ
ル

チ
ャ

ー
サ

ロ
ン

体
験

大
分

県
芸

術
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

「
親

子
で

楽
し

む
舞

台
劇

の
鑑

賞
会

」

こ
ど

も
演

劇
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

フ ァ ミ リ ー子 供

5

【
発

表
内

容
よ

り
】

・
会

館
を

上
手

に
使

い
ま

わ
す

こ
と

が
重

要

・
い

ろ
い

ろ
な

場
所

で
い

ろ
い

ろ
な

グ
ル

ー
プ

が
活

動
し

て
い

る
が

、
そ

れ
を

束
ね

、
日

常
の

積
み

重
ね

を
集

め
て

ス
ペ

シ
ャ

ル
に

す
る

場
所

に
し

た
い

・
１

回
の

イ
ベ

ン
ト

だ
け

で
は

仲
間

の
繋

が
り

が
生

ま
れ

な
い

・
１

日
で

は
な

く
w

e
e

k
で

行
う

、
更

に
そ

れ
が

積
み

重
な

っ
て

m
e

m
o

ri
a

lに
な

る

・
不

足
を

述
べ

る
の

で
は

な
く

、
私

た
ち

自
身

が
可

能
性

を
作

り
上

げ
る

・
単

発
で

終
わ

ら
ず

、
佐

伯
市

民
一

人
一

人
の

中
に

あ
る

「
佐

伯
を

何
と

か
し

た
い

」
と

い
う

気
持

ち
に

火
を

つ
け

る
。

佐
伯

の
中

で
火

を
つ

け
合

う
よ

う
な

場
所

に
し

た
い

8
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■第４回市民ワークショップまとめ　【市民参画組織の検討】

組織についてのアイデア 小分類 中分類 大分類

選考委員会（老若男女）

意見交換会の定期開催

専門分野ごとの情報共有

ルールづくりの精査

ポスター作成（学校に掲示）

広報誌作成

チラシ作成

オープニングセレモニー曲の作成

イメージキャラクター作成（応募＋選考）

ネットの活用

もりあげShare

広報計画の立案

計画的に段階を踏んだ周知(三余館の利用者など)

全体が盛り上がるように少しずつ企画

学生の休みを狙った宣伝

大分駅伝など既存イベントでの宣伝

カウントダウン「開館まで○日」

応援団の結成

情報発信

無料会員募集

イベント協力者への声掛け

ワークショップ協力者への声掛け

呼びたい芸人のアンケート調査→企画立案 リサーチ

学生による芸人への出演依頼

チケット販売

イベント当日のスタッフ

イベントの司会

PA等技術スタッフの育成

周辺の清掃活動

市民の意見を聞いてくれる職員の配置

チケットの作成

イメージソングを作曲してもらう

協力会社を求む、プロに任せる

実行委員会

練習後の会議の場を設ける（遅くなってもOK）

草むしり、ゴミ拾い

清掃

季節ごとの装飾

館内レイアウト

月に一度の包丁研ぎ【食育】

フリースペースでの見守り

学生が期間を決めて、施設案内を行う

市民協働室の運営

私たちが運営します！【子育ち】

調理実習室の予約調整（くじ引きなど）【食育】

高校生が運営する 高校生部

市内外へ向けた広報（知人、友人から）

食育イベントの広報、ポスター作り

ボランティアも実行委員会の一員として会議等へ参加

クラウドファンディング型の企画、事業運営

企画・運営マニュアルの完成度、成熟度を上げる

公と民の合同

市内の小中学校を集めて演劇：佐伯の良さを宣伝 事業実行委員会

イベント時の案内係

登録制の一時預りボランティア【子育ち】

ボランティア組織をつくる

環境部
（仮称）交流館応援隊

合同部会

登録制ボランティア

開

館

前

開館に向けた準備

施設の運営

合同部会の実施

PR活動

事業運営

プレイベント実行委員会

登録制ボランティア（プレ）

佐伯市

各部

広報部

子育てルーム（仮）の正式名称・マスコットキャラク

ターの市民公募

SNSの活用

宣伝ツール制作

広報計画

その他

人材募集

清掃

館内装飾

施設管理運営補助

開

館

後

意見交換

情報共有

イベント協力

全体会議

市との連携

事業運営

イベント協力

1
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組織についてのアイデア 小分類 中分類 大分類

ビジネスコンテストによる事業プランの募集・運営【食育】 市民アイデア収集

市民の求めるもの　何をしたいかマーケッティング リサーチ

企画委員会への参加

若手料理人が設備搬入を一緒に行う【食育】 施設管理運営補助 環境部

３校で協働企画の実施

‟高校生運営委員会”をつくる

運営委員会の発足

実行委員会をつくる

企画から準備、実行、終了まで全て

ボランティアスタッフの募集

運営スタッフの選抜方法の検討

子育ちに関わる全ての機関で協議会をもつ

まちづくりセンターが運営に参加する

市民グループが事業を起こして参加する

もぎりマスターになる

イベント当日の仕事（学生イベントの司会、会場案内など）

講師として参加

市がボランティア募集→学生は内申点に繋がる

お弁当、バイト代など協力者への報酬

市民が提案できる場所がほしい

市民からの意見を吸い上げる

活動している団体（サロン、サークル）の意見をきく

年度初めに新規アイデアの募集

アイデア出しの場（こんなイベントやりたい、こんな人

がいます、など）

幅広く意見を募集した上で「実行委員会」で精査、発表

生徒会サミット（高校生、小・中学生） 高校生部

タイルにハートを埋込むなど話題を呼ぶスポット作り 広報部

イベントなどへのお金を出す基準

隙間時間の活用法を探して埋めていく

ロビーの活用法を考える

大手前地区との連携

運営側と事業提案者（個人・グループ）を繋ぐわかりや

すい窓口

イベント毎に数名の事業委員会を作り、企画をまとめて

もらう

実行部隊は市民ボランティア

音響のサポート 佐伯市＋登録制ボランティア

事業の選定の基準づくり 佐伯市

高校生部

企画部

（仮称）交流館応援隊

企画部

合同部会

佐伯市

登録制ボランティア

合同部会

事業実行委員会

（仮称）交流館応援隊

事業実行委員会

こども食堂のニーズ調査→仕組み作り（材料や食品の提

供者がいるか）

市民アイデア収集

リサーチ

事業提案

事業の運営

開

館

後

事業運営

市との連携

イベント協力

市との連携

事業運営

舞台技術協力

ファンドの設立（先に１万円で未来を買う→見返りは地

域通貨）

2
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組織についてのアイデア 小分類 中分類 大分類

交流館応援隊

宣伝用プリントを作成、お店や学校などに掲示

各サロン、保育園、幼稚園へのチラシ配布

検診の場でのチラシやフリー広報誌配布

高校生がチラシづくり

３校で協力してポスターづくり

バス、電車での広報（デザイン募集する）

広報紙の配達→バイクに旗立てて拡声器

号外を道で撒く

交流館ステッカー（佐伯の車に貼る→市民税金、学生の

自転車やランドセル、企業用）

Twitterで発信、RT

Instagramで発信、‟＃交流館”ハッシュタグ

PR動画を作成、SNSやさいきっちで紹介する

SNSでの不適切なコメント、誤情報の定期的見回り

SNSでの「プライバシーに配慮した」情報発信

公式SNS(Facebook、Twitter、Instagram等）

開館前からPR活動　ホームページ等

SNS 今すぐやろう！！

メディアミックスによるメディア展開

駐車場の広報（無料バス？）

口コミ

大手前交流館の七不思議を口コミで拡散→七不思議新聞

を作成、カフェ、美容室限定で配布

いろいろな方法で発信

３ヶ月に一回市民会館ニュース！！

大手前広報戦略

イメージキャラクターのおひろめ会

佐伯の町の魅力を再点検〈売り出し方〉 リサーチ

地元企業と連携

チラシ配り 佐伯市＋広報部

市報の配布ルートを活用した広報誌配布

市報にまちづくり交流館のイベントページを作る

一般、有識者などからなる第3者機関設立による評価シ

ステム

事業効果の検証

イベント参加者へのアンケート

アンケートをweb上でも行う

アンケートの集計作業

1年に１回、市民による投票

事業評価(アンケート結果や参加者の声を聞いて）次回

の案を出す

中・高校生からなる評価システムの確立　“学校単位”など 高校生部

実行委員会、委託団体、事業提案者、まとめての報告

会・反省会

ダメ出しではなく楽しく、より良い事業にするための企

画会議！

PDCA会議

利用者＝友の会　情報を受けたり、イベントに参加できる 交流館友の会

友の会アプリ

高校生会報を作り、創作作品の発表をする

友の会の子育て班向け会報

会員の一体感を生むグッズ（バッチ、ピアス、スカーフ）

友の会の自主事業

懸賞

ポイント制を活用

内申点Point

入会したら、市の特産物が安く買える

「ボランティアの会」を別で作る 登録制ボランティア

（仮称）交流館応援隊

第三者機関による年次事業評価

（仮称）交流館応援隊
企画部

合同部会

広報部

＋

佐伯市

（仮称）交流館応援隊

＋

佐伯市

佐伯市

佐伯市

広報

SNSやメディアの

活用

宣伝ツール制作

広報計画

その他

事業の評価

広報部

企画部

情報発信

会員特典

事業の振り返り

開

館

後

市との連携

友の会会員

会員管理など

※登録業務や会員向けのポ

イントサービスなど、会員

管理に関わることは市が行

い、その他情報発信業務や

特典関係業務は広報部と市

が協力して行う。

友の会

3
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■自分たちがやってみたい！

大手前に新しい風景を創る

必ずかせぐ部分／損してよい部分、損得を見極める

運営に必要なこと　Share　知らせる

継続性のあるイベントの実施

三校合同大茶会

芸人を呼ぶ

木のおもちゃの製作イベント

大手前仲町船頭町でのイベント開催

リリウオカラニ（ハワイ、フラの歴史）

ヨガのイベント　モーニングヨガ　ムーンヨガ

中庭でハワイアンショップ

フリーマーケット

食器が楽器になる曲を使ったイベント

広場を使って市民総踊り（若人の参加しやすい演目）

オープン前視察

■自分たちがやってみたい！

将来的には民間の実施主体が運営

委託団体

第３セクター的組織

イベント運営は市民参加、日々の施設運営は市

キャンセルルールを定める

休館日(月)をはずして

■自分たちがやってみたい！

市→管理、運営／市民→企画

ハコとして借りて事業推進

場所を貸して家賃をとる。収益は積立基金で

運営はBIGデータを蓄積し、近い将来AIにさせたらどうか？

青年育成、壮年育成、老年育成、各々何を求めるか

個人、グループ、全体、年間を通して参加できる

文化振興協力が参加する

勉強の集い（自由に使える机とイスを用意する）

毎週テーマを決めてショップ出店

(例)月曜日...花屋さん、火曜日...小物等、水曜日...服

オープンキッチン

オープンカフェ

トラックで来る食べ物屋さん

モバイルカフェ（トラック）週一でも

文化の伝承　堅田おどりなど

名画の上演

会館のみでなく町全体で1週間の関連イベント（インバ

ウンド）

その他のアイデア

開

館

前

開館に向けた準備

■市に期待すること

10年、20年の運営設計が必要では？

制度設計はどうなっているかを聞きたい（直営とは担当課を設けるの

か？会計は一般会計か？）

完成予想図をつくる

市長の想いを知りたい　語ってほしい

将来に備え基金を積む方策

交通費（バスか電車）

芸能プロダクションに一部の施設を運営してもらう

施設の運営

■市に期待すること

味来堂のスペース確保

放課後児童デイの利用児のための利用額の減額

働く職員は？委託団体のみ？【子育ち】

予約方法の工夫（譲り合い、手間を減らす）

予約方法の検討（２日間使用の場合１年以上前から予約

可など）

開

館

後

イベント運営は市民参加、日々の施設運営は市

資金援助

譜面台が欲しい

包丁研ぎボランティア後、キッチン利用時間が終了して

からBarオープン【食育】

事業の運営

■市と一緒にやりたい

市と市民でNPOを使って継続した事業の体制創り

■市に期待すること

開館を無料にしてほしい

事業推進

4
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その他のアイデア

■自分たちがやってみたい！

現在有る事業を活かす提案

企画力→チームづくり

年に一度は舞台芸術を（歌舞伎、狂言、オペラ、バレエ）

自炊塾

→そこだけニュースをつくる　プロジェクター

→そこだけプロフェッショナル

■自分たちがやってみたい！

すべての事業で目標を数値化し、達成度合いを判断

数値化できないもの→アンケート結果、証人

具体的なエピソードがあるとなお良し

☆星で評価

■自分たちがやってみたい！

友の会会員が、子どもが育った時、ボランティアになっ

てくれるのが理想

毎週練習してる所→友の会

特典ほしさに移住！！　ポイント２倍（３年限定）

ボランティアには責任がないため運営まではしない方が

良い

ボランティアに責任を持たせるのが良い

□ポイント制

ボランティアポイントの導入

ボランティアに参加すると税金が免除される

ボランティア紹介ポイント

事業提案

■市と一緒にやりたい

総合計画とのかねあい、ふり返り

チャレンジイベント

イベント毎の収支報告をする

第２のお家的存在（行けば誰かがいる、何かをおしえて

くれる、話をしてくれる）

■市に期待すること

資金

激励会（中・高部活代表者）＋各高校、中学校の吹奏楽

の演奏

広報
■市に期待すること

資金

事業の評価

開

館

後

友の会

チャリティーイベントの開催（貧民国救済、芸術家育

成、災害地域支援）

■市と一緒にやりたい

費用便益分析（KPI）

費用対効果

市民参画を活性化するアイデア

□その他

企画から気軽に参加できる運営主体

日本円以外の通貨の導入

佐伯で叶えたい事をやってみる（ボランティア特典として）

ポイント割と地域通貨を連動して、地域循環のシステム

構築

5
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第３回検討会議 

 

場 所：佐伯市役所 

日 時：平成 30年 1月 18日 15:00～16:30      

 

議 事：  

１． 管理運営実施計画 

・利用規則をテーマとした検討会議の資料作成を行い、事前打ち合わせおよび推進会議へ

出席した。 
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資料１ 

20180118検討会議資料 

 

施設運営計画（案） 
１．利用規則 
管理運営基本計画において、施設運営計画に関する基本的な考え方を次のように定め

ました。 

・利用者の利便性を優先した運営

・市民に開かれた運営

 本施設は複数の多様な機能からなる複合施設のため、館全体として上記の考え方を実

践するには、各機能の性質や利用者のニーズに応じた細やかな利用規則が求められます。

したがって、基本となる全館共通の規定と、個別に設定が必要な個別規定とに分け、施

設ごとの最適な利用規則について以下の通り整理します。 

（１）開館日

基本規定（全館共通） 

定期全館休館日は設けません。 

ただし、安全管理を最優先事項とし、諸室ごとの休館日を保守点検等の必要に応じて

設定します。全館での設備メンテナンスの必要が生じた場合等は、臨時の全館休館日

を設けて対応します。 

個別規定 

子育て支援室 毎週１日、定期休館日を定めます。 

（仮称）大手前広場 年中無休とします。 

（２）開館時間

基本規定（全館共通） 

共用部：8時 30分～22時 30分 

諸室 ：9時 00分～22時 00分 

ただし、協議の上で時間外利用を可能とする例外規定を設けます。 

個別規定 

子育て支援室 

フリースペースは、９時 00分～17時 00分で検討します。 

ただし、子どもの一時預りは施設内で行われる事業に合わせ

て利用できるよう調整します。 

（仮称）大手前広場 

24時間入場可能とします。 

ただし、専用利用時の貸出時間は早朝・夜間の周辺への影響

を考慮して決定します。 

駐車場 24時間利用可能とします。 
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資料１ 

20180118検討会議資料 

 

（３）利用時間区分・連続利用日数

基本規定（全館共通） 

１時間単位の時間貸しとします。 

連続利用は原則 5日までとしますが、運営主体の裁量で調整可能とします。 

個別規定 

多目的ホール（大・小） 

午前： 9時 00分～12時 00分 

午後： 13時 00分～17時 00分 

夜間： 18時 00分～22時 00分 

以上の 3区分制とします。 

連続した区分を利用する場合は、区分間も利用可能とします。 

（仮称）大手前広場 専用利用は 1日単位とする方針で検討します。 

（４）利用申込み

基本規定（全館共通） 

利用しようとする日の属する月の 6か月前の月の初日から受付けます。 

申込み開始時期の異なる施設を併用する場合には、申込み開始が早い施設と同時に受

付けを開始します。 

市・県の主催事業や、一定規模以上の大会等、催事の規模や内容によっては、通常の

申込み期間より前に受付けを行えるよう検討します。 

個別規定 

多目的ホール（大・小） 
利用しようとする日の属する月の１年前の月の初日から受付

けます。 

楽屋１～８ 

多目的ホールの利用がない場合に限り、単独でも貸出を行い

ます。申込み開始は多目的ホールの申込み締切後となるよう

調整します。 

子育て支援室 

フリースペース開室時間内の一時預りの申込み期間は、１週

間前～３日前までの間で検討します。それ以外の時間帯に一

時預りを希望する場合の申込み時期についても、引き続き検

討を行います。 

（仮称）大手前広場 
専用利用しようとする日の属する月の１年前の月の初日から

受付けます。 
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資料１ 

20180118検討会議資料 

 

（５）申込み方法

基本規定（全館共通） 

窓口、電話での申込みを受付けます。 

ただし、窓口以外からの申込みは仮予約とし、有効期間内に利用料金の納付をもって

予約確定とします。 

インターネットからは空き状況を閲覧できるシステムを導入しますが、インターネッ

トによる利用申込みについては引き続き検討します。

また、利用者登録方法が利用者にとって簡便なものとなるよう検討します。 

（６）利用者の決定

基本規定（全館共通） 

先着順とします。 

ただし、開館後の利用状況により、抽選等の導入を検討します。 

（７）構内ルール

公序良俗に反する行為の禁止等を規定するほか、特定の行為について以下の通りと

します。 

①飲食・飲酒

基本規定（全館共通） 

構内は飲食可能とします。 

ただし飲酒に関しては、イベント等で必要な場合に限り、別途申請を行うことで可能

とします。 

その他、開館後の利用状況によって随時ルールの設定や注意喚起を行います。 

個別規定 

多目的ホール（大・小） 
平土間形式での利用時のみ、飲食可能とする方針で検討しま

す。 

子育て支援室 原則、飲食禁止の方針で検討します。 

②喫煙

基本規定（全館共通） 

構内は全面禁煙とします。 

272



資料１ 
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③屋外施設の利用

個別規定 

（仮称）大手前広場 

芝生に損傷を与える調理行為等は禁止します。 

火器の使用は、管理者が認める専用利用時のみ可能とします。 

ペットの同伴を可能とします。 

駐車場 
一般利用者は周辺駐車場を利用するよう促すなど、施設利用

者の利便性に配慮します。 

（８）その他

基本規定（全館共通） 

○市民活動の情報発信・情報入手

図書・情報施設や市民協働センター、共用部の活用方法を中心に、市民活動に寄与

する情報の提供の仕方、共有の仕方として望ましいあり方を検討します。

○市民の意見を取り入れる体制づくり

本施設は市民参画・協働による運営を目指しています。そのため、開館後も事業計

画や運営方針に市民意見を積極的に取り入れる、柔軟な体制を作ります。
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２．施設使用料 
（１）使用料を徴収する施設

施設名 備考 

共用部 

（アートプラザ、ホワイエ等） 

床の一部を専用利用する場合のみ、施設使用料を徴収し

ます。 

ホワイエは、大ホールから独立して利用する場合のみ別

途、施設使用料を徴収します。 

多目的ホール（大・小） 一階席のみ使用する場合の割引料金設定など、客席の使

用範囲に応じた料金設定について引き続き検討します。 

楽屋１～８ 多目的ホールの利用がない場合に限り、単独でも貸出可

能とします。 

市民交流室 

（スタジオ、会議室、実習室、

和室） 

－ 

食育活動支援室 

（キッチンコート、準備室、

セミナーコート）

キッチンコートは、全室、半室、調理台 1 台ごとの貸

出とします。 

利用者同士の同意があれば、複数利用者が相席のように

設備を共用できる仕組みを検討します。 

市民協働センター 

（会議室、交流センター） 

交流センターは、専用もしくはそれに準ずる利用の場合

のみ申込みを必要とします。その際、施設使用料を徴収

するかは引き続き検討します。 

（仮称）大手前広場 全部または一部を専用利用する場合のみ、施設使用料を

徴収します。 

駐車場 － 

※子育て支援室 子どもの一時預りは有料サービスとします。 

※子育て支援室は貸出施設ではないため、施設使用料の設定はありません。
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（２）施設使用料の設定

受益者負担の考え方を基本とします。ただし、市民が利用しやすい料金設定となる

よう、近隣類似施設との比較を行いながら、複合的な観点から決定します。 

以下に主な方針を示します。 

【全館共通】 

項目 考え方 

冷暖房利用料 貸館時期に偏りが生じ、利用料金が複雑

になるため、冷暖房利用料は基本利用料

金に含むこととし、年間一律の施設使用

料設定とします。 

時間外延長 基本時間外の利用には、延長料金を設定

します。 

物品販売 物品販売手数料を設定する方針で検討し

ます。 

営利目的の利用 営利の定義・判別が困難であることから、

区別しません。 

佐伯市民の利用と佐伯市民以外の利用 区別しません。 

設備・備品利用料 利用しやすい料金設定とし、貸出時間区

分は引き続き検討します。 

駐車場 30分ごとの料金設定とします。 

最初の 30 分間は無料とし、上限金額を

設定します。 

※駐車場の利用規則等は、H29年 12月議会において佐伯市営駐車場条

例の一部改正事項として議決されています。（H30年 4月 1日施行）

【多目的ホール（大・小）】 

項目 考え方 

料金区分 午前、午後、夜間、午前＋午後、午後＋

夜間、全日の 6パターンとします。 

平日利用と土日祝日利用 土日祝日の利用は割増しの利用料金とす

ることで、平日に利用しやすい料金体系

とします。 

入場料を徴収する場合 割増しの利用料金とします。入場料の金

額区分による割増率を設定するかについ

ては引き続き検討します。 

仕込み・撤収、リハーサル利用 通常料金より割引の料金を設定します。 

ホールでの本番を伴わない練習利用 通常料金より割引の料金を設定します。 
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（３）減免・優遇措置

  受益者負担を考慮し、年齢や団体の区分等による画一的な減免・優遇措置は行わな

いものとします。ただし、教育機関や本施設の管理運営に参画する団体による活動等

に対しては、例外を設ける方針で検討を行います。 

（４）ポイント制度等、利用・来館促進に向けた取り組み

 施設利用者に対する駐車場の割引サービスや、ボランティア参加者および来館者を

対象としたポイント制度など、利用・来館を促進する仕組みの導入を検討します。 
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■
…
採
用
事
項
　
　
■
…
採
用
に
向
け
て
検
討
す
る
事
項

分
類

施
設
名

年
中
無
休

多
目
的
ホ
ー
ル

平
日
無
休

市
民
交
流
室

月
水
金
土
は
必
ず
開
館

食
育
活
動
室

週
末
は
必
ず
開
館

土
日
も
運
営

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
の
で
、
休
み
は
必
要

年
末
年
始
、
お
盆
も
貸
館
希
望

休
日
の
間
隔
は
出
来
る
だ
け
空
け
た
方
が
い
い

予
約
が
あ
れ
ば
開
館

木
曜
日
を
休
館

月
曜
（
週
1
）
休
館

月
曜
以
外
を
休
館

盆
、
年
末
年
始
は
休
館

週
の
中
日
に
休
館

図
書
・
情
報

休
館
日
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
開
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
て
調
整
可
能
に
す
る

広
場
・
そ
の
他

長
期
休
暇
は
開
館

駐
車
場

学
校
の
休
み
に
合
わ
せ
て
開
館

利
用
は
土
・
日
・
祭
日
に
集
中
し
て
く
る
と
思
う

バ
ラ
バ
ラ
に
休
館
す
る
と
わ
か
ら
な
く
な
る

施
設
ご
と
の
休
館
日
が
い
い

若
い
人
が
使
い
易
い
施
設

使
う
側
と
管
理
す
る
側
と
の
話
し
合
い
で
決
め
る

7
時
～
2
2
時

多
目
的
ホ
ー
ル

8
時
～
2
2
時

市
民
交
流
室

ス
タ
ジ
オ
は
2
4
H
利
用
可
能
（
職
員
配
置
は
必
要
）

9
時
～
2
2
時

食
育
活
動
室

金
土
日
は
2
4
時
間
借
り
ら
れ
る

特
別
な
日
は
2
4
H
利
用
可
能
な
ど
、
例
外
を
認
め
る

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
利
用
登
録
を
す
れ
ば
時
間
外
対
応
可
能

仕
事
前
に
教
室
に
参
加
す
る
人
が
利
用
で
き
る
時
間

9
:0
0
～
1
7
:0
0

早
朝
か
ら
通
院
す
る
人
が
立
ち
寄
れ
る
時
間

時
間
外
も
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
時
は
事
前
予
約
で
オ
ー
プ
ン
可
能

図
書
・
情
報

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

広
場
・
そ
の
他

3
6
5
日
2
4
時
間
開
放

駐
車
場

2
4
時
間
無
休

1
時
間
ご
と
の
貸
出
し
が
良
い

多
目
的
ホ
ー
ル

区
分
で
の
利
用
を
原
則
と
す
る

市
民
交
流
室

食
育
活
動
室

小
規
模
の
教
室
も
出
来
る
よ
う
調
理
台
ご
と
に
貸
し
出
し

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
室

図
書
・
情
報

中
高
生
向
け
の
優
先
時
間
帯
を
作
る

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

広
場
・
そ
の
他

駐
車
場

市
民
の
ア
イ
デ
ア

利
用
時
間
区
分

考
慮
す
べ
き
点

開
館
日

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
室

◇
保
守
点
検
の
た
め
休
館
日
は
必
須
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
最
低
限
必
要
な
サ
イ
ク
ル
等
は
施

設
、
設
備
に
よ
り
異
な
る
た
め
ハ
ー
ド
確
認
が
必
要
）

◇
保
守
点
検
日
を
設
け
な
い
場
合
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
足
に
よ
る
安
全
管
理
上
の
問
題
が
生

じ
る
。

◇
開
館
日
が
増
え
る
ほ
ど
人
件
費
お
よ
び
維
持
管
理
費
が
発
生
す
る
。

◇
開
館
時
間
を
延
ば
す
ほ
ど
人
件
費
お
よ
び
維
持
管
理
費
が
発
生
す
る
。

特
定
の
施
設
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

開
館
時
間

子
育
て
支
援
室

◇
ホ
ー
ル
施
設
は
管
理
上
、
区
分
貸
し
に
し
な
け
れ
ば
運
営
負
担
が
大
き
く
な
る
。

◇
貸
出
区
分
を
細
か
く
設
定
し
す
ぎ
る
と
、
予
約
管
理
が
煩
雑
に
な
っ
た
り
、
予
約
の
優
先
順

位
付
け
等
、
規
則
が
煩
雑
に
な
り
、
管
理
側
・
利
用
者
側
と
も
に
わ
か
り
づ
ら
さ
が
生
じ
た

り
す
る
。

施
設
全
体
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

開
館
日

休
館
日

例
外
の
設
定

考
え
方

1
 ペ
ー
ジ

【
参
考
資
料
】
利
用
規
則
の
検
討
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◆
利
用
規
則
の
検
討
（
市
民
の
ア
イ
デ
ア
と
考
慮
す
べ
き
点
）

分
類

施
設
名

市
民
の
ア
イ
デ
ア

考
慮
す
べ
き
点

特
定
の
施
設
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

施
設
全
体
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

予
約
期
間
を
設
け
る

多
目
的
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル
は
1
年
半
前
か
ら
予
約
可

半
年
前
か
ら
予
約
可

市
民
交
流
室

キ
ャ
ン
セ
ル
ル
ー
ル
は
ひ
と
ま
ず
無
し

食
育
活
動
室

現
在
他
施
設
で
実
施
さ
れ
て
い
る
講
座
が
優
先

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
1
年
前
か
ら
予
約
可

月
固
定
で
利
用
し
た
い

時
間
外
予
約
：
1
年
前
か
ら

定
期
利
用
は
無
く
し
て
ほ
し
い

基
本
予
約
：
３
日
前
ま
で

館
内
に
親
が
い
る
場
合
の
み
当
日
受
付
可

図
書
・
情
報

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

広
場
・
そ
の
他

駐
車
場

電
話

多
目
的
ホ
ー
ル

利
用
の
な
い
日
の
開
放

窓
口

市
民
交
流
室

メ
ー
ル

食
育
活
動
室

空
き
状
況
が
す
ぐ
に
分
か
る
仕
組
み

団
体
登
録
し
て
利
用
す
る

特
定
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
占
有
を
避
け
る
仕
組
み

登
録
番
号
が
あ
れ
ば
ネ
ッ
ト
で
も
電
話
で
も
予
約
可

ス
ポ
ー
ツ
系
の
利
用
は
あ
る
程
度
規
制
す
る

予
約
表
を
確
認
で
き
る
仕
組
み

利
用
者
登
録
カ
ー
ド
に
毎
回
記
入
す
る
手
続
き
が
手
間

子
育
て
支
援
室

入
室
す
る
と
き
に
名
前
等
を
記
入

必
要

図
書
・
情
報

ひ
と
ま
ず
不
要

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

大
手
企
業
と
の
シ
ス
テ
ム
連
携

イ
ベ
ン
ト
利
用
に
は
許
可
申
請
が
必
要

予
約
の
入
っ
て
い
な
い
施
設
の
当
日
開
放

公
園
は
団
体
予
約
可
と
す
る

全
て
予
約
で
は
自
由
度
が
な
く
な
る

駐
車
場

話
し
合
い
の
期
間
を
設
け
る

先
着
順

期
限
を
定
め
て
抽
選

抽
選

抽
選
に
落
ち
た
人
は
次
回
割
引

管
理
団
体
が
調
整

市
民
交
流
室

食
育
活
動
室

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
室

先
着
順
（
人
数
に
よ
る
）

図
書
・
情
報

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

広
場
・
そ
の
他

駐
車
場

利
用
申
請

予
約
受
付

利
用
申
請
時
期

利
用
申
請

予
約
方
法

ネ
ッ
ト
予
約

利
用
者

決
定
方
法

子
育
て
支
援
室

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

広
場
・
そ
の
他

多
目
的
ホ
ー
ル

◇
窓
口
受
付
は
必
須

◇
ホ
ー
ル
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
で
の
利
用
確
定
は
不
可
（
利
用
内
容
の
確
認
打
ち
合
わ

せ
が
不
可
欠
な
た
め
）

◇
ホ
ー
ル
は
利
用
内
容
に
合
わ
せ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
人
員
の
配
置
や
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
等
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
利
用
日
直
前
の
予
約
は
原
則
受
け
付
け
な
い
。

◇
興
行
は
１
年
以
上
前
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
た
め
、
ホ
ー
ル
は
１
年
以
上
前
か
ら
予
約

で
き
な
け
れ
ば
興
行
利
用
が
さ
れ
に
く
く
な
る
。

◇
市
民
に
よ
る
ホ
ー
ル
利
用
を
考
え
た
場
合
、
1
年
半
前
に
予
約
を
開
始
す
る
の
は
早
す
ぎ
る

印
象
が
あ
る
。
興
行
利
用
の
た
め
に
市
民
の
利
用
希
望
日
程
が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も

出
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
ち
ら
に
比
重
を
置
く
べ
き
か
？

予
約
方
法

予
約
な
し
の
利
用

2
 ペ
ー
ジ
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規
則
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討
（
市
民
の
ア
イ
デ
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と
考
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す
べ
き
点
）

分
類

施
設
名

市
民
の
ア
イ
デ
ア

考
慮
す
べ
き
点

特
定
の
施
設
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

施
設
全
体
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

今
の
文
化
会
館
よ
り
安
く

多
目
的
ホ
ー
ル

学
生
で
も
使
え
る
金
額

市
民
交
流
室

利
用
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
料
金
を
作
る

食
育
活
動
室

分
か
り
や
す
い
料
金
設
定

登
録
団
体
は
安
く

試
算
に
基
づ
い
て
決
定
す
る

回
数
券

割
増
率
設
定
な
し

よ
ろ
仲
と
同
程
度
の
設
定

物
販
売
上
げ
手
数
料
を
徴
収

電
子
マ
ネ
ー
で
の
支
払
い

物
販
売
上
げ
の
1
0
％
を
利
用
料
金
に
加
算

無
料
が
い
い

支
払
い
、
決
裁
方
法
の
充
実

一
時
預
か
り
は
有
料

1
ヶ
月
前
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
料
発
生

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
料
金
を
参
考
に

子
育
て
ホ
ッ
ト
ク
ー
ポ
ン
の
利
用

時
間
外
も
無
料

図
書
・
情
報

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

広
場
、
野
外
は
無
料

機
材
・
備
品
は
単
品
貸
出
し
可
能

駐
車
場

駐
車
場
は
有
料

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
個
人
、
団
体
）

多
目
的
ホ
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
（
清
掃
活
動
、
事
業
協
力
な
ど
）

市
民
交
流
室

満
席
御
祝
ポ
イ
ン
ト
（
席
数
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
加
算
）

食
育
活
動
室

佐
伯
で
婚
礼
お
め
で
と
う
ポ
イ
ン
ト

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
た
ち
は
減
額
（
半
額
）

コ
ラ
ボ
ポ
イ
ン
ト

子
育
て
支
援
室

学
割

図
書
・
情
報

シ
ル
バ
ー
割

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

市
民
割
引
き
（
市
外
割
増
）

広
場
・
そ
の
他

誕
生
月
の
利
用
は
無
料

高
齢
者
は
無
料
・
値
引
き

抽
選
に
落
ち
た
人
は
次
回
割
引

障
碍
者
は
無
料
・
値
引
き

教
育
機
関
減
免

駐
車
場
を
有
料
に
し
て
施
設
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
券

市
の
自
主
事
業
は
免
除

優
先
利
用
設
定
あ
り

仕
込
み
時
間
減
免

直
前
当
日
割
引
き

団
体
料
金
（
〇
円
／
人
）

年
間
パ
ス
（
借
り
る
人
用
、
見
る
人
用
）

ポ
イ
ン
ト
制

○
○
割

◇
料
金
設
定
が
周
辺
施
設
と
著
し
く
異
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
近
隣
類
似
施
設
と
の
比
較

に
基
づ
い
た
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

割
増
料
金

そ
の
他

料
金
設
定

減
免
・
優
遇
措
置

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
室

広
場
・
そ
の
他

駐
車
場

使
用
料

減
免

料
金
設
定

3
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◆
利
用
規
則
の
検
討
（
市
民
の
ア
イ
デ
ア
と
考
慮
す
べ
き
点
）

分
類

施
設
名

市
民
の
ア
イ
デ
ア

考
慮
す
べ
き
点

特
定
の
施
設
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

施
設
全
体
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

全
面
的
に
可

大
ホ
ー
ル
は
原
則
禁
止

一
部
ス
ペ
ー
ス
で
は
可

宴
会
使
用
の
時
は
O
K

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
決
定

市
民
交
流
室

時
と
場
合
に
よ
る

食
育
活
動
室

映
画
鑑
賞
時
は
ジ
ュ
ー
ス
O
K

原
則
禁
止

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
飲
食
も
有
り

イ
ベ
ン
ト
時
許
可
制

ス
テ
ー
ジ
と
飲
食
セ
ッ
ト
の
イ
ベ
ン
ト
有
り

子
育
て
支
援
室

水
分
補
給
と
授
乳
の
み

結
婚
式
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
は
O
K

図
書
・
情
報

読
書
＋
飲
食
O
K

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

貸
出
時
間
内
に
自
主
的
な
掃
除
時
間
を
設
定

広
場
で
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

ア
ル
コ
ー
ル
可

花
見
酒

場
所
を
限
定
し
て
可

駐
車
場

特
別
な
時
だ
け
可

平
日
1
9
時
～
な
ど
O
K
の
時
間
を
設
定
す
る

酒
類
の
ス
ト
ッ
ク
、
販
売

本
を
読
み
な
が
ら
飲
酒
可
能
な
ス
ペ
ー
ス

お
金
が
落
ち
る
仕
組
み

レ
ス
ト
ラ
ン
を
つ
く
る

全
面
禁
煙

分
煙
の
徹
底

ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る

屋
外
に
設
置
す
る

出
入
り
口
へ
の
灰
皿
設
置
禁
止

補
助
犬
以
外
の
動
物
は
原
則
禁
止

多
目
的
ホ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
時
は
動
物
持
ち
込
み
O
K

市
民
交
流
室

道
路
利
用
許
可
、
通
行
止
め
の
安
易
化

匂
い
が
館
内
に
広
が
っ
て
も
可

公
共
の
場
を
使
う
心
得

食
べ
物
の
匂
い
は
良
い
も
の
前
提

ポ
ス
タ
ー
等
原
則
禁
止

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
室

対
象
メ
イ
ン
：
乳
幼
児

図
書
・
情
報

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

広
場
は
動
物
可

ペ
ッ
ト
不
可

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
ゴ
ミ
持
ち
帰
り

火
気
N
G
（
B
B
Q
禁
止
）

駐
車
場

◇
ホ
ー
ル
客
席
（
平
土
間
で
は
な
い
状
態
）
で
の
飲
食
を
可
と
す
る
場
合
、
清
掃
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
増
が
見
込
ま
れ
る
。

◇
飲
食
提
供
を
可
能
と
す
る
施
設
は
、
保
健
所
へ
の
確
認
に
基
づ
き
設
備
の
見
直
し
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
る
。

喫
煙
可
否

喫
煙
所

制
約

◇
楽
屋
で
の
喫
煙
も
一
律
禁
止
と
す
る
か
？
（
興
行
利
用
時
の
出
演
者
な
ど
は
楽
屋
で
の
喫

煙
を
希
望
す
る
場
合
が
多
く
、
対
応
し
て
い
る
施
設
も
多
い
。
）

◇
敷
地
内
に
一
般
利
用
者
用
の
喫
煙
所
を
設
け
な
い
場
合
、
近
隣
の
路
上
喫
煙
が
増
え
る
等

の
懸
念
は
な
い
か
？

食
育
活
動
室

飲
食
店
な
ど

飲
酒

飲
食
可
否

喫
煙

そ
の
他
（
制
約
）

広
場
・
そ
の
他

飲
食
条
件

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

広
場
・
そ
の
他

4
 ペ
ー
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◆
利
用
規
則
の
検
討
（
市
民
の
ア
イ
デ
ア
と
考
慮
す
べ
き
点
）

分
類

施
設
名

市
民
の
ア
イ
デ
ア

考
慮
す
べ
き
点

特
定
の
施
設
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

施
設
全
体
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

柔
軟
な
ル
ー
ル
改
正

多
目
的
ホ
ー
ル

公
設
民
営

市
民
交
流
室

搬
入
・
搬
出
の
し
や
す
い
車
の
導
線

市
の
取
り
組
み
と
し
て
子
供
食
堂
　
4
:0
0
-5
:0
0
く
ら
い
で

原
則
以
外
を
承
認
す
る
機
関

キ
ッ
チ
ン
で
作
っ
た
も
の
を
館
内
で
販
売
可

管
理
者
が
写
真
を
撮
り
に
く
る

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
最
低
2
人
は
必
要

警
備
員
の
配
置

お
葬
式
を
し
よ
う

英
語
（
多
国
語
）
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

合
同
お
盆

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
施
設
管
理
に
参
加

若
い
人
た
ち
に
運
営
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
う

開
館
後
に
も
市
民
の
意
見
が
言
え
る
場
を
設
け
る

図
書
館
内
で
の
演
奏
可

外
部
と
の
調
整
は
市
及
び
市
民
参
加
で
実
施

本
を
借
り
て
芝
生
で
読
む

利
用
者
に
よ
る
清
掃

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
当
番

芝
生
へ
の
車
の
乗
り
入
れ

佐
伯
の
文
化
発
信
が
出
来
る

本
を
借
り
て
芝
生
で
読
む

道
端
の
よ
う
に
使
え
る

芝
生
で
の
販
売
行
為
 （
短
期
～
長
期
）

学
校
以
外
の
学
び
の
場
と
な
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ペ
ー
ス
、
集
中
ス
ペ
ー
ス
、
ト
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

駐
車
場

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

作
家
を
招
待
し
た
グ
ル
ー
プ
展

強
制
的
に
集
う
場
所
（
制
服
の
販
売
）

外
部
か
ら
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
呼
ん
で
 外
部
か
ら
の
人
を
集
め
た
い

外
国
の
観
光
船
を
入
港
さ
せ
る

A
K
B
4
8
　
チ
ー
ム
8
を
呼
ぶ

年
越
し
大
忘
年
会

宿
泊
O
K

館
内
で
の
販
売
行
為
O
K

館
内
の
床
の
目
的
の
自
由
化

利
用
し
た
ら
利
用
し
た
分
減
税
さ
れ
る

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
ル
ー
ル

情
報
発
信
の
ル
ー
ル

広
場
と
建
物
内
を
区
別
し
な
い
ル
ー
ル
作
り

パ
ン
屋
さ
ん
を
早
く
開
け
る
（
お
に
ぎ
り
も
）

広
場
・
そ
の
他

管
理
会
社
の
責
任
　
目
標
へ
の
達
成
率
を
公
表
、

　
成
果
出
な
け
れ
ば
ク
ビ
に
す
る
…
e
tc
..
の
措
置
も

管
理
運
営

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
：

　
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
フ
ト
と
コ
ラ
ボ
し
て
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る

そ
の
他
（
要
望
）

こ
ん
な
施
設
に
し
た
い

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

食
育
活
動
室

こ
ん
な
ル
ー
ル
が
ほ
し
い

こ
ん
な
事
業
が
や
り
た
い

市
民
参
画
・
協
働

子
育
て
支
援
室

図
書
・
情
報

5
 ペ
ー
ジ
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第４回検討会議 

 

場 所：佐伯市役所 

日 時：平成 30年 2月 23日 10:30～12:00      

 

議 事：  

１． 管理運営実施計画 

・施設維持管理計画、収支計画、計画書全体をテーマとした検討会議の資料作成を行い、

事前打ち合わせおよび推進会議へ出席した。 
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18/2/8 Theatre Workshop 

■舞台裏の喫煙に関して 
 

現代の公立文化施設に関しては全館禁煙とする施設が増えてきている。一方、舞台関係者は喫煙

をする者も依然として多いのも現状である。本施設での喫煙の方法を検討する。 

 

① 排煙設備を備えた喫煙室の部屋を設ける。 

・ 最も適切な手法としては排煙設備を備えた喫煙室を設けることが好ましい。 

・ 喫煙室は規定の換気設備が単独で必要。設計が終了している現在からの変更は、実際の

ダクトルートの検証やコスト増等の課題から、難しいと考えられる。 

・ 備品の吸煙ﾃｰﾌﾞﾙ等は匂いや煙を吸うものの換気の役割は果たさないため、空調設備とし

ての換気が必要となる。 

・ 現在、喫煙室が設けられていないため、部屋自体を確保することも厳しい状態であるが、強

いて検討すると、舞台技術員控室を少し狭めて部屋を捻出することが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

          オリンパスホール八王子楽屋喫煙室           サントリーホール楽屋喫煙室 

 

② 搬入スペース周り(外部・内容) 

・ 喫煙室が設けられない場合の、喫煙の実態は、搬入場の内外で灰皿 BOX を置いて喫煙し

ていることが多い。 

 

 

③ 著名な出演者等における楽屋対応 

・ 全館禁煙の施設においても著名な出演者等を搬入スペース等で喫煙することが難しい場

合などは、個室楽屋などにて、館の判断として喫煙を許している場合もある。 
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18/2/8 Theatre Workshop 
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維持管理費概算案（事業費・人件費を除く） 2018.2.9

項目 業務内容 備考

1 建築物保守管理 1,000,000 1,000,000

2 設備法定点検費 受水槽 100,000

消防設備 1,700,000
機械　500,000
電気　1,200,000

電気設備 1,800,000 3,600,000

3 設備維持管理費 空調設備保守 2,700,000 定期保守、フィルター清掃、フィルター交換

給排水設備保守 140,000 グリーストラップ清掃

エレベーター保守 1,000,000

備品保守 600,000 ピアノ調律、その他備品保守

移動観覧席保守 2,000,000

舞台機構保守 3,500,000

舞台音響保守 2,000,000

舞台照明保守 3,500,000

その他設備保守 1,500,000 自動ドア・シャッター・監視カメラ・その他設備

環境衛生管理 300,000 17,240,000

4 警備費 1,200,000 1,200,000

5 清掃費 10,000,000 10,000,000

6 委託費 舞台技術委託 32,500,000 舞台技術員5名×650万円

子育て支援室運営 17,500,000
4名×8時間×313日×時給1,500円(開館時間)
2名×4時間×200日×時給1,500円(時間外一時預かり)

受付（フロントスタッ
フ）

12,000,000 62,000,000
1名×14時間×360日×時給1,500円(開館時間全て)
1名×8時間×360日×時給1,500円(日中のみ)

7 水光熱費 電気 26,500,000

水道 4,700,000

ガス 600,000 31,800,000

8 事務費 3,200,000 3,200,000 通信費、消耗品費、等

9 修繕費 3,000,000 3,000,000

10 大手前広場 電気 100,000

水道 280,000

植栽管理 1,000,000 1,380,000

11 駐車場 電気 80,000

水道 280,000 360,000

合計 134,780,000

総合計 （消費税8%込） 145,562,400

※施設利用状況により大きく変動します。
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○○会館 舞台管理業務委託仕様書 

 

１ 目的  この仕様書は、本会館の運営において、技術部門の支援業務及び舞台管理業務を行うこ
とにより、円滑なホール運営に寄与するものとする。 

 

２ 委託期間 

平成  年  月  日～平成  年  月  日 

 

３ 場所   

(1) 引渡し前（平成 年 月末まで）   ○○市役所 ○階（所在地を記載） 
(2) 引渡し後 
○○会館（所在地を記載） 

 

４ 勤務時間 

(1) 引渡し前 

平日午前 8時 30分～午後 5時 15分まで、いずれか 1名が勤務する。 

(2) 引渡し後～開館前 

原則として、平日午前 8時 30分～午後 5時 15分までの勤務とする。 

ただし開館準備・設備習熟の状況によってはその限りではない。  

(3) 開館後 

1) 勤務時間 

開館日の午前 8時 30分から午後 10時 30分のうち、勤務予定表に定める時間とす

る。但し、会館の使用時間がこれを超える場合はその限りではない。  （基本開館時間：午前 9時から午後 10時） 

2) 休日 

毎週○曜日と年末年始（12月 29日から翌年 1月 3日まで）とする。但し、甲が

特に勤務を要請したときはその限りではない。 

 

５ 従事者の人数 

(1) 舞台機構担当者（常駐） ○名 
(2) 照明担当者（常駐）  ○名 
(3) 音響・映像担当者（常駐） ○名 

 

６ 業務内容 

(1) 日常業務 

1) 設備・備品を常に良好かつ安全な状態で使用できるよう、簡単な点検、修理、清掃
等を行う。 

2) 設備・備品の欠損がないか管理し、必要に応じて修繕、追加購入等を申し出る。 

3) 舞台関係の消耗品を管理し、在庫に不足を感じたときは報告する。 

287



4) 設備・備品の操作及び管理に関して技術的な調査及び研究を行い、施設の機能改善
に努める。 

5) 使用者と催し物についての打合せを行い、必要に応じて見積等の書類を作成する。 

6) 以下の問合せ等に対応する。 

①施設使用に関する問合せへの助言 

②設備・備品の仕様や効果的な利用方法等についての案内および相談 

③視察、見学等に対して設備の説明及び案内 

7) 技術者の臨時派遣者を発注し、管理する。 

8) その他、会館の管理運営に必要である総務・庶務についても甲の指示に従って業務
の補助を行う。 

(2) 貸館における業務 

1) 舞台・音響・照明・映像等に係る設備や備品の仕込・操作・撤去及び原状復帰につ
いての指導・助言及び監督、使用前後の貸出諸室の原状確認を行う。配置された人

員内で可能な範囲であれば、操作の協力も行う。 

2) 使用終了後、舞台及び各操作室・楽屋等の諸室、設備・備品等の点検と確認を行う。 

3) その他、甲の指示する業務を行う。 

(3) 自主事業時における業務 

1) 関係者との打合せに出席する。 

2) 必要に応じて仕込図の作成、レンタル備品の手配等を行う。 

3) 必要に応じて技術者の臨時派遣者の発注・打合せ等への出席を手配する。 

4) 設備・備品等の操作を行う。 

5) 設備・備品等の準備・仕込及び撤去、原状復帰を行う。 

6) 原状復帰終了後、舞台及び各操作室、使用諸室、設備・備品等の点検と確認を行う。 

7) その他、甲の指示する業務を行う。 

(4) 自主事業における協力 

1) 市民への技術研修、ワークショップ等が行われた場合、講師として協力する。 

2) 会館で企画・制作する事業の実施に際し、関係者や参画する市民に協力する。 

(5) 派遣技術者の手配業務 

利用施設が多い場合など、常駐技術者だけでは貸館対応が不可能になった場合、ま

た自主事業で必要になった場合、甲の指示により臨時に派遣技術者を発注し、管理す

る。 

(6) その他    その他、○○会館の運営に必要な技術支援、庶務についても甲の指示に従って業務
の補助を行う。 

 

７ 従事者の資格 

(1) 利用者の催事の運営にあたって総合的なアドバイスができ、照明、音響について相当
な知識を持ち、経験が 5年以上の者。 

(2) 本会館の理念を理解し、市民参画に熱意を持って取り組める者。 

(3) 心身ともに健康な者。 
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８ 従事者の服務 

(1) 責任者 

勤務者のうち 1名を責任者とし、本業務を遂行するため他の従事者の指揮監督にあ

たるとともに、甲の職員と緊密な連絡をとるものとする。 

(2) その他の従事者 

その他の従事者は、責任者と緊密な連絡をとり、協力して本会館の舞台運営業務にあ

たること。 

(3) 従事者は、必要に応じて職員と会議等をおこない、意思の疎通を図ること。 

(4) 従事者は、甲乙協議の上、乙が定めた服装を常時着用し、名札をつけること。また、
服装は常に清潔端正であるように心がけること。 

(5) 従事者は、業務にあたり火気取締、危険防止、衛生等に十分注意すること。 

(6) 従事者は、担当業務に精通するとともに、常に規則を守り、品位を保ち、明朗親切で
あるよう心がけること。 

(7) 従事者は、施設、設備及び備品その他の破損箇所を発見したときは、直ちに職員に連
絡すること。 

(8) 従事者は、甲の定める消防施設に従い、行動すること。 

(9) 従事者は、火災その他の事故が発生したときは、直ちに職員に連絡すると同時に、臨
機の処置をとること。 

 

９ 経歴書の提出 

(1) 乙は、業務実施にあたり従事者を決め、従事者の中から責任者を決めて、それぞれの
氏名・略歴等（写真貼付）を書面をもって甲に提出し、事前に承認を得なければなら

ない。 

(2) 甲は、勤務状態不良その他の事由により従事者を不適格と認めた場合は、その旨乙に
通知して変更を求めることができる。その場合、乙は適正な措置をとること。 

(3) 乙は、従事者が病気その他、やむを得ない事情により勤務できないときは、あらかじ
め定められている代理の従事者を勤務させること。 

 

10 報告書等の提出 

(1) 組織表の提出 

乙は契約締結とともに、技術者選任届とともに技術者及び関係各社との体制を明ら

かにした組織表を提出する。 

(2) 月間勤務予定表の提出 

乙は前月 20日までに勤務予定表を従事者と調整の上、作成して甲に提出し、承認を

得る。 

(3) 業務日誌の提出 

乙は毎日の業務が終了した後に業務日誌に記入し、毎月末に甲に提出する。業務日

誌の様式については、業務従事前に甲に提出し、承認を得る。 

 

11 その他留意事項 

(1) 乙は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とす
る 
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(2) 乙は、業務の能率及び技術の向上に努めるものとし、適時従事者の教育訓練を行うこ
と。 

(3) 乙は、本業務が円滑に運営されていくことを目的として、必要に応じ開催する会議等
に従事者を参加させるものとする。 

(4) 乙は、契約開始日から委託業務に支障なく従事できるように、従事者の教育・研修等
を事前に行うこと。 

(5) 従事者は、公立文化施設協議会等の研修に、必要に応じて参加させるものとする。 

 

12 経費の分担等 

(1) 経費の負担区分 

1) 甲が負担する経費 

ア 業務上必要とする光熱水費、備品、電話、机、イス、ロッカー、消耗品経費等    イ 設備の保守、操作に必要な備品等  ウ 設備・機器の使用業務日誌 

2) 乙が負担する経費 

ア 従事者の被服、装具等に要する経費 

イ 乙が自らの事務・労務管理に必要な備品及び消耗品経費 

3) その他 

本仕様書に定めない経費が発生する場合は、委託者と協議の上、経費負担及び支

払い方法等を定める。 

(2) 場所の提供    甲は乙に業務上必要とされる場所を提供する。 

(3) 損害賠償責任 

乙は本業務の実施において、故意または過失によって甲及び第三者に損害を与え

ぬように万全を期すること。万が一損害を与えた場合は、その賠償責任を負う。 
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その他打ち合わせ記録 
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打ち合わせ記録 

 

場 所：佐伯市役所 

日 時：平成 29年 5月 1日 13:00～15:30      

 

議 事：  

１． 第一回市民ワークショップ（高校生）に向けた事前打ち合わせ 

 ・当日 19時から実施される高校生のみ参加の第一回市民ワークショップに向けて、 

  ワークショップの実施内容、進行について、市とシアターワークショップで認識合わ

せを行った。 

 

２．大手前開発事業に係る事業費の回収期間の目標・目安について 

 ・市民より問い合わせのあった大手前開発事業に係る事業費の回収についての考え方に

ついて打ち合わせを行った。 

  市民への回答としては以下の内容になることを確認した。 

   ・大手前開発事業は公共事業のため、事業費の回収や利潤は追求していないこと 

   ・採算が合わなくても市民活動に寄与する事業に積極的に取り組むことが公立文化

施設の役割であること 

   ・収支差が赤字ではなく投資として捉えられるよう取り組みを推進していく考えで

あること 
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◇大手前開発事業に係る事業費の回収期間の目標・目安、その返済原資の内訳について 

 

公共事業は中央政府や地方自治体が、民間企業によっては適切な量の供給が望みにくい財・サービスを提供す

る事業のことで、利潤追求の目的をもって経営することが好ましくないような事業について行われます。大手前

開発事業についても、当然のことながら公共事業のため、利潤は追求していません。 

 

（仮称）大手前まちづくり交流館および大手前広場については以下の様な事業を行っていくことを想定してい

ますが（管理運営基本計画書Ｐ10）、いずれも収益を上げることはできず、民間企業では経営が成り立ちません。

（鑑賞事業に限っては利益を出すこともできないわけではありません。） 

しかしながら、採算が合わなくても市民活動に寄与する事業に積極的に取り組むことが公立文化施設の役割で

もあります。 

区 分 内   容 

鑑賞事業 優れた芸術作品や各種公演の鑑賞機会を提供する事業 

普及・育成事業 
多種多様なワークショップに併せて、アウトリーチ活動を行うことで、各種活動の普及

と次世代を担う人材及びそれらを支える人材を育成する事業 

参加・交流事業 市民参加によるフェスティバルや国際交流イベントの開催といった参加・交流事業 

地域・発信事業 地域に根差した伝統芸能を活用するなど、地域の魅力を発信する事業 

にぎわい創出事業 
周辺商業施設等と連携したイベント等、まちづくりの拠点としての役割を担い中心市街

地をはじめとするまちのにぎわいにつなげる事業 

市民自主事業 市民が自ら企画立案し実施まで行う事業 

市民提案事業 市民からの提案要望に基づき実施する事業 

 

公立文化施設では、施設運営・維持管理に多額の費用が掛かる一方で、市民の利用しやすい利用料金、入場料

等に配慮する必要があることから、支出額と同等の収入を得ることが難しい収支構造となっています。（管理運

営基本計画書Ｐ24） 

 

 

以上により、事業費の回収といったことは公共事業の性格として想定しておらず、大手前開発事業においては

将来の佐伯に向けたまちづくり、文化づくり、人づくりに寄与する施設であると認められ、収支差が赤字ではな

く投資として捉えられるよう、文化芸術、情報発信の拠点、人々の交流の拠点としての機能を適正に維持し、よ

り多くの市民に利用、参加していただくための取り組みを推進していきたいと考えています。 

管理費 光熱水費 修繕費

内訳 職員給与など
設備点検、

清掃、警備

などの費用

電気、水道、

ガスなどの

使用料

小規模

修繕費

収入
貸館

収入

自主

事業

収入

助成金

内訳
施設・備

品の貸出

料金

チケット

代、参加

料等

国、民間

等から

の補助

金、助成

金等

市負担金

運営管理に係る総経費から施設貸館料金収入および

自主事業入場料収入・助成金を差し引いた金額

支出

事業経費

維持管理費
人件費 事業費

事務費

通信費、

消耗品費

など
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打ち合わせ記録 

 

場 所：佐伯市役所 

日 時：平成 29年 5月 12日 13:00～15:30      

 

議 事：  

１．第２回市民ワークショップに向けた事務局会議 

 ・大手前開発推進室、関係各課、シアターワークショップにて、第２回市民ワークショ

ップに向けた事前打ち合わせを行い、次の点について認識の共有を行った。 

   ・第２回市民ワークショップのテーマは事業計画とし、プレイベント、オープニン

グイベント、通年事業についてそれぞれ議論していただくこと 

   ・今後行っていく事業には自主事業、共催事業、貸館事業の３種類があり、市民ワ

ークショップでの議論は、主に市と市民が協働して行う共催事業の在り方につい

て意見を深めるものであること 
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